
学校番号 110 

平成３１年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 2 単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校生の美術２」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「表現すること」についてさらに深く考えることを柱として学習します。デザイン、鑑賞について

も 1年次で学習したことの応用となるよう深く学習していきます。 

自分が、一人の「表現者」であるという意識を持って、表現をする力を身につけるように取り組ん

でいきましょう。 

美術の歴史を学習し、人間の財産である芸術作品に触れて、表現をしてきた人々への理解を深め、

美術の素晴らしさを感じましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

絵画、デザインの基礎をふまえ、より深い表現をすることを会得し、作品を制作・発表することにより

世の中の表現物、造形物、作り手に対する理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・ 

意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

評価シート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

○
分
後
の
模
写 

【絵画】【鑑賞】 

・画集を用意し、模写をする

作品の選定をする。 

・選んだ作家・作品の背景等

を各自で調べ、レポートに

まとめる。 

・レポート作成と並行し、選ん

だ作品の模写をスケッチブ

ックにする。 

・デザインボードに模写の縮

小カラーコピーを貼る。残

ったスペースに、その絵の

中の世界に時間を経過さ

せ、選んだ作家がそれを描

いたことを想像し、「もうひと

つの模写」をする。 

・他の生徒の全ての作品を鑑

賞し、作家・作品のついて

の理解を深める。相互評価

も行う。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:対象の作品の魅力、存在価値

を探ろうとする視点を持っ

ている。 

b:作家について・歴史的背景を

理解した上で想像上の絵画

の構想が練られている。 

c:作家について・歴史的背景を

理解し、描き方や手順を考え

た上で模写をしている。 

 d:生徒の作品を鑑賞し、様々

な作品に対して関心をもち、

理解を深めている。 

  

制作の様子 

 

 

作品 

 

 

ワークシート 

 

 

評価シート 

２
学
期 

ポ
ス
タ
ー 

【デザイン】【鑑賞】 

・本校の美術・書道の作品展

を紹介するため必要な情報は

何かを考え、ポスターのデザ

インを考える。 

・ポスターを制作する。 

・完成したポスターの投票を

し、実際に作成するポスター･

案内ハガキに使用する作品を

生徒たちで選定する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:テーマの本質を探ろうとす

る視点を持っている。 

b:他者にテーマの魅力を伝え

るための工夫がなされてい

る。 

c: 他者にテーマの魅力を伝え

るための表現がなされてい

る。 

d:生徒の作品を鑑賞し、他者の

視点について関心をもち、理

解を深めている。 

制作の様子 

 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

 

 

ワークシート 

油
絵
で
自
由
制
作 

【絵画】 

・テーマをそれぞれに設定

し、油絵を制作する。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 a: これまでの学習の集大成とな

る絵画を制作するという姿勢

を持っている。 

b:表現をするために、構図・技

法の工夫がなされている。 

c:油絵の具の扱いを理解し、表

現に繋げられている。 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

 



３
学
期 

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ 

【写真表現】 

・ピンホールカメラを製作し、

撮影・現像する。 

・ネガをもとに写真に加工を

加え、コラージュされた写

真の現像をし、作品にす

る。 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 a:カメラの構造、仕組みについ

て理解を深めている。 

b:写真の特性を理解し、自分な

りの構成を工夫している。 

c:作業工程および素材の特性

に対する理解ができている。 

制作の様子 

 

作品 

 

作品 

 

※ 表中の観点について a: 美術への関心・意欲・態度   b: 発想や構想の能力 

c: 創造的な技能         d: 鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


